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８日（木）夜　ブッククラブ　福永 武彦　『草の花』
１１日（日）昼　共生社会のマナビ
� 「『インクルーシブ教育』ってなんですか？」
１４日（水）昼　ＮＨＫ学園高校共催事業
� 「地域とつくる校内居場所カフェの可能性」
１７日（土）朝～　くにたち野鳥観察
１８日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　『紳士は金髪がお好き』
２２日（木）夜　図書室のつどい　『夢を読み解く心理学』
１月１０日（火）夜～　日本語教育入門
１２日（木）夜　ブッククラブ　松田 青子　『女が死ぬ』
１４日（土）昼　ドキュメンタリー映画
� 『ゆめパのじかん』上映会＆講演会
１４日（土）昼～哲学講座
� 「長谷川宏さんと読む『歴史とは何か』」
２２日（日）朝　図書室のつどい　『東京の古墳を探る』

今月の公民館（１２月～１月）

公民館　☎（５７２）５１４１

　講座の開催状況などに変更があった場合は、
公民館入り口付近への掲示や、ホームページで
お知らせします。ご不明の点はお問合せください。

2022年　月　日512

公民館の状況▲

◆
「
ゆ
め
パ
」
っ
て
な
に
？

２
０
０
３
年
に
開
設
さ
れ
た
「
川
崎

市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
」
＝
通
称
「
ゆ
め

パ
」。
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

過
ご
せ
る
居
場
所
「
ゆ
め
パ
」
で
育
ま

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い

“
じ
か
ん
”
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

近
年
の
子
ど
も
の
自
殺
者
数
は
年
間

約
500
人
、
小
中
学
生
の
不
登
校
は
約
24

万
人
と
な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
も
な
く

学
校
で
も
な
い
、「
第
三
の
居
場
所
」

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
作
は
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
社

会
教
育
施
設
「
ゆ
め
パ
」
を
３
年
に
渡

り
撮
影
し
ま
し
た
。上
映
後
、「
ゆ
め
パ
」

で
１５
年
間
所

長
を
務
め
た

西
野
博
之
さ

ん
の
講
演
会

も
開
催
し
ま

す
。

◆
「
子
ど
も
の
権
利
」
を
考
え
る

「
ゆ
め
パ
」
は
、
２
０
０
０
年
に
制

定
さ
れ
た
「
川
崎
市
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
市
民
参
画
で

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
国
連
の
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
に
日
本
が
１
９
９
４
年

に
批
准
し
た
こ
と
を
受
け
、
川
崎
市
で

い
ち
早
く
条
例
が
で
き
ま
し
た
。

国
立
市
で
も
現
在
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
条
例
の
制
定
が
目
指
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
作
と
西
野
さ
ん
の
講
演
を

通
じ
て
、「
子
ど
も
の
権
利
」
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

映画上映会＆講演会
と　き　１月１４日（土）　昼２時～４時半（うち映画上映は９０分）
ところ　公民館　地下ホール　定　員　６０名（申込先着順）
申込先　１2月７日（水）朝９時～	
	 公民館☎（５７2）５１４１

●映画『ゆめパのじかん』バリアフリー版（字幕付き）	
●講演会　「子どもの権利と居場所を考える」
講演者�　西野　博之
〈西野さんのプロフィール〉
ＮＰＯ法人フリースペースたまりば理事長、
川崎若者就労自立支援センター「ブリュッ
ケ」総合アドバイザー、精神保健福祉士。
１９８６年より不登校児童・生徒や高校中退した
若者の居場所づくりに関わる。川崎市子ども夢パーク内に、川崎
市の委託により公設民営の不登校児童・生徒の居場所「フリース
ペースえん」を開設、代表を務める。
〈『ゆめパのじかん』映画情報〉
監督・撮影：重江　良樹
2022年／９０分／カラー／ドキュメンタリー
『ゆめパのじかん』予告編 https://youtu.be/ZdyP7K2gp-g

「ゆめパ」の全景

一緒にどろんこ！

大人の関わり

西野　博之さん

ドキュメンタリー映画『ゆめパのじかん』バリアフリー版

「子どもの権利と居場所を考える」

字幕付き

上映会＆講演会 西野博之さん

予告編▲

NPO 法人フリースペース
たまりば理事長

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、
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国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
（
以
下
、

公
運
審
）
は
、「
公
民
館
の
民
主
的
運

営
を
図
る
た
め
」（
国
立
市
公
民
館
条

例
第
５
条
）
公
民
館
開
設
時
か
ら
設
置

さ
れ
て
お
り
、
原
則
毎
月
第
２
火
曜
日

の
午
後
７
時
１５
分
か
ら
開
催
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
毎
月
の
定
例
会

報
告
は
『
公
民
館
だ
よ
り
』
に
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
第
３３
期
の
活
動
終
了

に
と
も
な
い
、
こ
の
２
年
間
の
活
動
を

ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

■
役
割
分
担
と
研
修

第
３３
期
の
公
運
審
は
社
会
教
育
活
動

団
体
か
ら
の
推
薦
者
１１
人
、
家
庭
教
育

関
係
者
１
人
、
学
校
教
育
関
係
者
１
人
、

学
識
経
験
者
２
人
、
合
計
１５
人
で
、
前

３2
期
か
ら
継
続
の
委
員
は
７
人
（
う
ち

１
人
は
途
中
交
代
）、
初
め
て
の
委
員

は
８
人
（
途
中
か
ら
９
人
）
で
し
た
。

第
１
回
定
例
会
で
教
育
長
よ
り
委
嘱

状
が
渡
さ
れ
、
正
副
委
員
長
、
公
民
館

だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
（
３
人
）、
都

公
連
委
員
（
１
人
）、
社
会
教
育
学
習

会
担
当
委
員
（
３
人
）
の
選
出
、
翌
年

４
月
に
は
社
会
教
育
委
員
推
薦
者（
１

人
）を
選
出
し
ま
し
た
。
続
い
て
学
識

委
員
に
よ
る
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
職
員
体
制
に
関
す
る
要
望

次
年
度
に
向
け
て
の
職
員
体
制
の
要

望
が
最
初
の
検
討
課
題
で
し
た
。
公
民

館
の
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
充
実

し
た
職
員
体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

職
員
の
短
期
間
で
の
異
動
や
コ
ロ
ナ
禍

で
の
業
務
増
の
た
め
、
不
測
の
事
態
へ

の
対
応
が
可
能
な
体
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、「
公
民
館
の
職

員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事
に
関

す
る
要
望
書
」（
①
市
民
と
の
信
頼
関

係
が
築
け
る
職
員
の
長
期
配
置
、
②
公

民
館
経
験
者
や
社
会
教
育
主
事
等
の
有

資
格
者
で
熱
意
と
意
欲
の
あ
る
職
員
の

配
置
、
③
職
員
の
研
修
機
会
の
充
実
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規
職
員
へ
の

検
討
、
④
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
習
で
き
る

職
員
体
制
の
維
持
、
⑤
館
長
人
事
は
処

務
規
則
第
３
条
を
遵
守
し
公
運
審
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
）
を
ま
と
め
、
２
０

２
１
年
２
月
１７
日
に
市
長
・
教
育
長
に

直
接
要
望
書
を
手
渡
し
、
説
明
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

2１
年
度
は
更
に
要
望
内
容
を
精
査

（
①
コ
ロ
ナ
禍
で
重
要
に
な
っ
た
学
習

権
が
保
証
さ
れ
る
職
員
体
制
の
拡
充
、

②
長
期
配
置
、
③
経
験
者
や
有
資
格
者

の
配
属
、
④
有
資
格
者
の
正
規
採
用
の

実
施
、
⑤
館
長
人
事
及
び
任
命
に
つ
い

て
）
し
、
１１
月
１７
日
に
市
長
・
教
育
長

に
要
望
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
的
に
こ
の
２
年
間
で
の
職
員
異
動

は
有
資
格
者
・
経
験
者
と
主
事
職
の
増

加
と
プ
ラ
ス
面
が
あ
る
一
方
、
短
期
異

動
も
あ
り
、
正
規
採
用
や
職
員
増
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
学
習
会
の
開
催

2１
年
１2
月
１８
日
に
公
民
館
と
共
催
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
と
つ
な
が

り
～
公
民
館
の
役
割
と
期
待
す
る
こ

と
」
を
開
催
。
公
民
館
利
用
団
体
６
人

と
職
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催
。
５１
人
の
参
加
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
の
記
録
を
答
申
に
掲
載
し
ま
し
た
。

第第
３３３３
期
　
公
民
館
運
営
審
議
会

期
　
公
民
館
運
営
審
議
会

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

（
任
期　
２
０
２
０
年

（
任
期　
２
０
２
０
年
１１１１
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年

月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
１０１０
月月
３１３１
日
ま
で
）

日
ま
で
）

第
３３
期
公
運
審
　
活
動
記
録

2０
・
１１
・
１０　

	

［
第
１
回
定
例
会
］
委
嘱
状
交
付
、
教
育
長
挨
拶
。
委
員
自
己
紹
介
。
公
民

館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
・
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部
会
委
員
の

選
出
。

１2
・
８　

［
第
２
回
定
例
会
］
議
事
録
修
正
方
法
提
案
。
委
員
自
己
紹
介
、
正
副
委
員

長
・
社
会
教
育
学
習
会
担
当
委
員
の
選
出
。
委
員
研
修
「
公
民
館
運
営
審
議

会
の
歴
史
と
課
題
」。

2１
・
１
・
１2　

	

［
第
３
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
の
歴
史
か
ら

学
ぶ
」。「
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」「
館
長
人
事
に
関
す
る
要

望
書
」
検
討
。
報
告
「
国
立
市
公
民
館
職
員
の
変
遷
と
現
在
の
状
況
の
説
明

（
異
動
問
題
・
経
験
年
数
等
）」。
時
期
日
程
変
更
。

２
・
１　

	

［
第
４
回
定
例
会
］「
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事
に
関
す

る
要
望
書
案
」
協
議
。
市
長
・
教
育
長
面
談
日
程
検
討
。

２
・
１７　

	

「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
・
面
談
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
習
権
、
閉
館
時

の
思
い
や
団
体
活
動
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

３
・
９　

	

［
第
５
回
定
例
会
］
市
長
・
教
育
長
へ
の
人
事
要
望
報
告
。
委
員
研
修
「
教

育
長
と
の
懇
談
に
あ
た
っ
て
第
３３
期
公
運
審
と
し
て
～
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

法
規
」。
教
育
長
と
要
望
書
へ
の
回
答
と
処
務
規
則
第
３
条
解
釈
に
つ
い
て

意
見
交
換
。
館
長
異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
日
程
検
討
。

４
・
１３　

	

［
第
６
回
定
例
会
］
職
員
異
動
報
告
。
委
員
研
修
「
社
会
教
育
委
員
制
度
と

市
民
主
体
の
社
会
教
育
づ
く
り
」。
社
会
教
育
委
員
推
薦
者
決
定
。
今
後
の

議
題
予
定
案
、
懸
案
事
項
の
説
明
。

５
・
１１　

	

［
第
７
回
定
例
会
］
教
育
長
退
任
・
就
任
報
告
。
公
民
館
長
よ
り
諮
問
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し
て
の
公
民
館
事

業
に
つ
い
て
」
説
明
。
2０
年
度
事
業
報
告
、
2１
年
度
予
算
説
明
。
定
例
会
開

催
方
法
検
討
。

６
・
８　

	

［
第
８
回
定
例
会
］
2０
年
度
決
算
報
告
説
明
と
質
疑
応
答
。
諮
問
焦
点
整
理

「
感
染
拡
大
時
の
捉
え
方
と
各
時
点
で
の
課
題
確
認
、
検
討
事
項
検
討
」。

７
・
１３　

	

［
第
９
回
定
例
会
］
職
員
異
動
報
告
。
館
長
報
告
「
国
立
市
健
康
危
機
管
理

対
策
本
部
会
議
等
の
決
定
と
公
民
館
」。
職
員
報
告
「
国
立
市
公
民
館
の
こ

れ
ま
で
の
対
応
―
変
わ
っ
た
こ
と
。
大
切
に
し
た
こ
と
」。
委
員
研
修
「
緊

急
事
態
宣
言
と
基
本
的
人
権
・
民
主
主
義
」。
委
員
報
告
①
「
過
去
の
感
染

拡
大
時
に
お
け
る
公
民
館
・
団
体
活
動
」。

８
・
１０　

	

［
第
１０
回
定
例
会
］
委
員
報
告
②
。
公
民
館
利
用
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
・
社
会

教
育
学
習
会
検
討
。

９
・
１4　

	

［
第
１１
回
定
例
会
］
委
員
報
告
③
。
社
会
教
育
学
習
会
、
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
検
討
。「
各
委
員
か
ら
の
感
染
拡
大
時
の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」

ま
と
め
。

１０
・
１2　

	

［
第
１2
回
定
例
会
］
職
員
体
制
要
望
内
容
検
討
。
社
会
教
育
学
習
会
内
容
報

告
・
検
討
・
当
日
役
割
分
担
。
報
告
「
過
去
の
感
染
拡
大
時
か
ら
見
え
て
き

た
公
民
館
の
検
証
／
役
割
」。

１１
・
９　

	

［
第
１３
回
定
例
会
］
職
員
体
制
要
望
書
、
市
長
・
教
育
長
面
談
日
程
検
討
。

答
申
策
定
に
向
け
て
役
割
分
担
（
記
録
班
・
ア
ン
ケ
ー
ト
班
・
学
習
会
班
・

第33期公運審委員

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、
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諮
問
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
時
に
お
け
る
教
育
機

関
と
し
て
の
公
民
館
事
業
に
つ

い
て
」

2１
年
５
月
に
公
民
館
長
よ
り
表
記
の

諮
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
既

に
過
去
と
な
っ
て
い
た
2０
年
の
「
感
染

拡
大
時
」
を
記
録
す
る
こ
と
を
第
一
目

標
と
し
、
こ
の
間
、
教
育
機
関
と
し
て

の
公
民
館
に
何
が
起
こ
り
、
そ
こ
に
関

わ
る
市
民
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

□
市
民
・
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト

ま
ず
、
公
民
館
利
用
団
体
や
個
人
が

ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
た
の
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト「
コ
ロ
ナ
禍
が
団
体
活
動（
市

民
）
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
公
民
館
の
役

割
」
を
実
施
、
９８
団
体
・
１６１
人
か
ら
回

答
を
得
ま
し
た
。

□	

館
長
・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ

ン
グ

管
理
運
営
に
関
し
て
は
公
民
館
長
に
、

事
業
や
広
報
、
勤
務
に
関
す
る
意
識
等

に
関
し
て
は
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
当
時
の
公
運
審
委
員
・
編

集
研
究
委
員
会
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
国
立
市
行
政
等
の
動
き
に
つ
い
て

は
、
公
開
文
書
や
通
信
等
か
ら
記
録
し

ま
し
た
。

□
検
証
・
提
言

答
申
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
声

を
集
め
、記
録
に
ま
と
め
る
中
で
、特
に

大
切
な
３
つ
の
視
点
（
①
市
民
と
と
も

に
あ
る
公
民
館
運
営
・
事
業
、
②
教
育

機
関
と
し
て
の
公
民
館
・
職
員
体
制
の

強
化
、
③
緊
急
時
の
た
め
の
事
業
・
施

設
整
備
計
画
の
立
案
）
か
ら
１０
の
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
提
出
し
た
答
申
の
内

容
は
１
月
号
に
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

市
長
・
教
育
長
に
も
答
申
内
容
に
沿
っ

て
「
教
育
機
関
と
し
て
の
国
立
市
公
民

館
の
位
置
づ
け
の
強
化
と
職
員
体
制
の

充
実
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

■
公
民
館
長
人
事
に
つ
い
て

国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
第
３
条
に

は
、「
公
民
館
長
は
、
公
民
館
運
営
審

議
会
の
意
見
を
聴
い
て
教
育
長
の
推
薦

に
よ
り
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
」
と

あ
り
、
公
運
審
と
し
て
は
、
館
長
異
動

が
あ
る
際
は
内
示
前
に
具
体
的
名
前
を

あ
げ
て
公
運
審
に
意
見
を
聴
い
た
後
、

教
育
長
が
任
命
す
る
よ
う
に
事
前
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
育
長

か
ら
内
示
後
の
事
後
報
告
と
し
て
22
年

３
月
2５
日
に
異
動
報
告
が
あ
っ
た
た
め
、

公
運
審
と
し
て
直
接
抗
議
し
、「
国
立

市
公
民
館
長
任
命
に
あ
た
っ
て
の
お
願

い
（
再
）」
を
文
書
で
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
館
長
人
事
に
備
え
、

３
月
の
定
例
会
日
程
を
ず
ら
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
異
動
人
事
が
あ
る

場
合
は
臨
時
会
と
し
て
開
催
で
き
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

■
公
運
審
継
続
の
た
め
に

今
期
の
公
運
審
期
間
中
、
５
回
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
委
員
自
身
も

感
染
や
濃
厚
接
触
者
に
な
る
状
況
が
あ

り
ま
し
た
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
そ

の
過
程
で
、
緊
急
時
な
ど
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
内
規
を
整

え
ま
し
た
。
緊
急
時
こ
そ
動
け
る
公
運

審
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
も
よ
り
具

体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
期
は
答
申
策
定
の
た
め
、
十
分
に

公
民
館
事
業
や
予
算
・
決
算
等
に
つ
い

て
議
論
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な

反
省
点
で
す
。
一
方
で
、
定
例
会
以
外

の
活
動
も
多
く
、
作
業
や
議
論
を
通
し

て
学
び
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
過
去
の
公
運
審
の
活
動
か
ら
多
く

の
示
唆
を
得
ま
し
た
。
傍
聴
者
や
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
民
・
団
体
、
職
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３３
期
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

委
員
長
：
末
光
翔
、
副
委
員
長
：
江
頭

晃
子
、
委
員
：
池
田
祐
子
、
木
島
香
織
、

清
原
周
栄
、
隈
井
裕
之
、
幸
島
裕
子
、

高
野
宏
、
鴇
田
美
緒
、
長
澤
成
次
、
西

尾
万
樹
、
野
口
泰
寛
、
矢
野
勝
巳
、
山

口
千
恵
子
、
山
根
浩
子

検
証
提
言
執
筆
班
）
と
。
社
会
教
育
学
習
会
進
捗
報
告
。

１１
・
１７　

	

「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
・
面
談
、
答
申
検
討
内
容
報
告
と
社
会
教
育
専
門

職
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

１2
・
１4　

	

［
第
１4
回
定
例
会
］
市
長
・
教
育
長
面
談
報
告
と
要
望
書
回
答
共
有
。
委
員

研
修
「
館
長
人
事
に
お
け
る
公
民
館
運
営
審
議
会
の
役
割
」。
都
公
連
第
５８

回
研
究
大
会
報
告
。

１2
・
１８　

	

社
会
教
育
学
習
会
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
と
つ
な
が
り
～
公
民
館
の
役

割
と
期
待
す
る
こ
と
」
開
催
。
参
加
者
５１
人
。

22
・
１
・
１１　

	

［
第
１５
回
定
例
会
］
社
会
教
育
学
習
会
ふ
り
か
え
り
。
公
民
館
利
用
団
体
・

個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
検
討
。
職
員
体
制
要
望
書
へ
の
回
答
と
館
長
人
事
に

つ
い
て
意
思
決
定
。

２
・
８　

	

［
第
１６
回
定
例
会
］
教
育
長
と
意
見
交
換
（
処
務
規
則
第
３
条
履
行
方
法
と

館
長
人
事
に
つ
い
て
要
望
、
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
）。
３
月
定
例
会
の

日
程
検
討
。
ア
ン
ケ
ー
ト
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割
」
最
終
確

認
・
決
定
。
各
班
か
ら
検
討
内
容
報
告
。

２
・
１６　

	

教
育
長
よ
り
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
へ
の
回
答
（
定
例
会
の
日
程
変
更
依

頼
）。

３
・
2５　

	

［
第
１７
回
定
例
会
］
教
育
長
出
席
、
館
長
人
事
に
つ
い
て
公
運
審
に
つ
い
て

意
見
を
聴
く
（
秘
密
会
）
開
催
。「
国
立
市
公
民
館
長
任
命
に
あ
た
っ
て
の

お
願
い
（
再
）」
の
検
討
。
都
公
連
委
員
部
会
委
員
選
出
。

３
・
2８　

	

市
長・教
育
長
に「
国
立
市
公
民
館
長
人
事
及
び
任
命
に
つ
い
て
の
要
望（
再
）」

を
提
出
。

４
・
１2　

	

［
第
１８
回
定
例
会
］
館
長
・
職
員
異
動
報
告
・
挨
拶
。
答
申
策
定
に
向
け
て

各
班
か
ら
の
検
討
事
項
報
告
。
22
年
度
事
業
・
予
算
説
明
。「
第
３３
期
国
立

市
公
民
館
運
営
審
議
会
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
会
議
実
施
要
項
（
案
）」
検
討
。

５
・
１０　

	

［
第
１９
回
定
例
会
］
秘
密
会
部
分
の
議
事
録
保
存
方
法
確
認
。
諮
問
・
答
申

に
向
け
て
各
班
よ
り
打
合
せ
内
容
と
進
捗
状
況
報
告
、
班
長
会
議
の
設
定
。

答
申
執
筆
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
再
確
認
。
22
年
度
事
業
・
予
算
へ
の

質
疑
応
答
。

６
・
１4　

	

［
第
2０
回
定
例
会
］
答
申
構
成
３
案
を
検
討
・
決
定
し
、
執
筆
分
担
と
締
め

切
り
確
認
。

７
・
１2　

	

［
第
2１
回
定
例
会
］
答
申
素
案
共
有
。
各
執
筆
者
か
ら
内
容
報
告
、
最
終
章

は
読
み
合
わ
せ
を
行
い
意
見
交
換
。
市
民
団
体
か
ら
答
申
内
容
に
つ
い
て
要

望
あ
り
意
見
交
換
。

８
・
９　

	

［
第
22
回
定
例
会
］
答
申
案
共
有
・
意
見
交
換
・
検
討
。
社
会
教
育
学
習
会

記
録
・
意
見
交
換
。
団
体
要
望
へ
の
回
答
案
検
討
・
決
定
。
職
員
体
制
要
望

の
方
針
検
討
。

９
・
１３　

	

［
第
2３
回
定
例
会
］
答
申
最
終
案
共
有
・
検
討
。
2１
年
度
決
算
報
告
。

１０
・
１１　

	

［
第
24
回
定
例
会
］
答
申
館
長
提
出
。
第
３３
期
公
運
審
活
動
の
記
録
確
認
。

各
委
員
感
想
な
ど
。
市
長
・
教
育
長
へ
の
要
望
書
検
討
。

１０
・
３１　

	

「
教
育
機
関
と
し
て
の
国
立
市
公
民
館
の
位
置
づ
け
の
強
化
と
職
員
体
制
の

充
実
を
求
め
る
要
望
書
」
を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
。

※	
毎
回
の
定
例
会
の
最
初
に
前
回
議
事
録
修
正
、
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、
東
京

都
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
社
会
教
育
委
員
の
会
の
担
当
委
員
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、
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学校の図書室などを「第三の居場所」として生徒に開放
する「校内居場所カフェ」では、地域の大人が一緒に遊ん
だりお菓子を食べたりと、生徒とのゆるやかな関わりを通
じて、相互に様々な変化が生まれることから、若者支援の
取り組みとして注目されています。
今回の報告会では、ＮＨＫ学園高等学校と公民館による１
年間の取り組みについて報告します。また、全国でもいち早く
校内居場所カフェに取り組んだ神奈川県立高校元副校長の浜
崎さんと、運営に携わっているＮＰＯ法人パノラマの方をお
招きして、地域や学校から見た意義などについてお話を伺い
ます。
地域とつくる学校の居場所カフェの可能性を、ぜひ一緒
に考えてみませんか。

報告会・トークセッション

〇お話「校内居場所カフェとは」
講　師：小川　杏

きょう

子
こ

（ＮＰＯ法人パノラマ）

〇報告会「“よりみちカフェ”１年目の取り組み」
　報告者：ＮＨＫ学園高等学校	担当教諭、ボランティア

〇トークセッション「先生から見た校内居場所カフェの意
義と可能性（仮）」
パネリスト：浜崎　美保（元神奈川県立高校副校長）
進行：小川　杏

きょう

子
こ

（ＮＰＯ法人パノラマ）

と　き　１２月１４日（水）　昼３時～昼５時
ところ　ＮＨＫ学園高等学校　２階音楽室
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　公民館　☎（５７2）５１４１

ＮＨＫ学園高等学校共催事業

地域とつくる校内居場所カフェの可能性
～ＮＨＫ学園高校の“よりみちカフェ”活動報告会～

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

平素は新型コロナウイルス感染症予防対策にご協力
いただきましてありがとうございます。

引き続き感染拡大防止のため、講座参加と会場ご利
用の際は、以下の点にご留意ください。より安心な学
習環境を保つために皆様のご協力をお願いします。
・	自宅で検温してからお越しください。（発熱３７．５℃
以上、咳、咽頭痛等の症状のある
方はご来館をご遠慮ください。）
・マスクを着用してください。
・	石けん等による手洗いや消毒液に
よる手指の消毒を行ってください。
・	会場はこまめに換気してください。

公民館へご来館の際のお願い

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

１１
月
８
日
（
火
）
第
３4
期
第
１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１4
名
、
教
育
長
、

館
長
、
職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
５
名
。

○
は
じ
め
に
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
を
交
付
（
任
期
は
令
和
６
年
１０
月

３１
日
ま
で
の
２
年
間
）。
教
育
長
挨
拶
。

○
各
委
員
・
事
務
局
担
当
職
員
の
自
己

紹
介
。

○
委
員
長
、
副
委
員
長
等
の
選
出
に
つ

い
て
話
し
合
い
。
互
選
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
候
補
者
が
あ

が
っ
た
が
、
検
討
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
っ
た
た
め
、
次
回
定
例
会
で
引
き

続
き
審
議
の
予
定
。

○
各
委
員
担
当
の
選
出
も
併
せ
て
行
わ

れ
、
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
に

は
、
大
久
保
芽
衣
さ
ん
、
幸
島
裕
子
さ

ん
、
西
尾
万
樹
さ
ん
。
社
会
教
育
学
習

会
担
当
委
員
に
は
、
荒
井
壽
惠
さ
ん
、

佐
藤
雄
一
さ
ん
、
望
月
淳
夫
さ
ん
。
東

京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部
会
委

員
に
は
野
口
泰
寛
さ
ん
、
社
会
教
育
委

員
に
は
矢
野
勝
巳
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

○
そ
の
他
確
認
事
項
と
し
て
、
今
後
の

審
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
委
員
の
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
に
つ
い
て
規
定
す
る

「
第
３３
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
会
議
内
規
」
を
第
３4

期
も
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
。

○
職
員
体
制
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
説
明
、
次
回
以
降
検
討
予
定
。

次
回
、
１2
月
１３
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
感
染
予
防
の
上
、
傍
聴
歓

迎
。

	

（
公
民
館
）

第３４期国立市公民館運営審議会発足しました
公民館運営審議会は、市民の立場から公民館事業などに

ついて調査・審議する委員会です。

（任期：令和４年１１月１日から令和６年１０月３１日まで）
氏　　名 所属・役職（推薦団体・機関）

１ 清原　周栄 国立市立小・中学校副校長会

２

野口　泰寛 シニアカレッジ３

幸島　裕子 障害をこえてともに自立する会

大久保　芽衣 青年室利用者連絡会

北村　明男 公民館利用者連絡会

矢野　勝巳 文学講座連絡会

木島　香織 なかなかいいね！プロジェクト「なかな
かいい会」

隈井　裕之 くにたち地域コラボ

西尾　万樹 くにたちエッチングの会
ぷれす・る

大野　広子 KUNIFA日本語サポート

荒井　壽惠 くにたちの図書館を考える会

佐藤　雄一 小鳥書房※まちづくり団体

３ 望月　淳夫 民生委員・児童委員

４
長澤　成次 千葉大学名誉教授

青山　鉄兵 文教大学准教授

（注）１：学校教育関係者　２：社会教育関係者
　　３：家庭教育関係者　４：学識経験者
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お　話　松
まつ

崎
ざき

　元
もと

樹
き

�
� （	公益財団法人東京都スポーツ文化事業団	

東京都埋蔵文化財センター）

古墳と聞くと、教科書に載っていた前方後円墳を思い浮
かべたり、近畿地方のお話では？と思ったりする方、多い
かもしれませんが、実は私たちの住む東京でも、大変多く
の古墳が発見されていること、ご存じでしょうか？
都心から多摩地域を含む古代武蔵野でも、４世紀から前
方後円墳などの大型古墳が築造され、６世紀後葉以降は横
穴式石室墳や横穴墓が数多く営まれていきます。
今回の図書室のつどいには、南武蔵地方の古墳研究をリ
ードされる松崎さんをお迎えし、都心や多摩川流域に築か
れた古墳の変遷を探るとともに、構造や副葬品、埋葬のあ
り方から、地域社会の変容や倭王権との関係、他地域との
交流について考えます。
国立市内で発見されている古墳についてもお話しいただ
きますので、是非ご参加ください！

〈松崎さんの本〉
表題作（吉川弘文館）、『考古学リーダー１2　関東の後期
古墳群』（六一書房）、『東京の古墳を考える』（共著、雄山
閣）ほか

と　き　１月２２日（日）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　５０名（申込先着順）
申込先　１2月2０日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７2）５１４１

東京の古墳を探る東京の古墳を探る
<図書室のつどい><図書室のつどい>

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

監督　ハワード・ホークス
出演　	マリリン・モンロー、ジェーン・ラッセル、	

チャールズ・コバーン、トミー・ヌーナン　ほか

マリリン・モンローが
ハリウッドを代表する大
スターになるきっかけと
なったミュージカル・コ
メディの傑作。お金持ち
大好きなチャッカリ屋の
金髪美人ローレライ（モ
ンロー）と、姉御肌でし
っかり者だがハンサムに弱い黒髪美人ドロシー（ラッセ
ル）。性格は正反対だけど大の仲良しショーガール・コン
ビが巻き起こす、恋あり笑いありの大騒動！

と　き　１２月１８日（日）昼２時～（開場昼１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　５０名（申込先着順）
申込先　１2月９日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７2）５１４１

＊	事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口
にて事前にお申し込みください。

＊	新型コロナウイルス感染予防のため、途中で１０分程度、
換気のため休憩を設けます。ご了承ください。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　公民館映画会〉　公民館映画会〉

１９５３年　アメリカ　カラー９１分　※ＤＶＤ版１９５３年　アメリカ　カラー９１分　※ＤＶＤ版

『紳士は金髪がお好き』『紳士は金髪がお好き』
Gentlemen prefer BlondesGentlemen prefer Blondes

国立市の特徴的な地形であるハケ沿いには、様々
な樹木や湧き水など、今も豊かな自然が残っていて、
そこには多くの種類の鳥類も集まってきています。
特に冬は、越冬のため日本に冬鳥が渡ってきてい
て、樹木の葉が落ちて見通しがよくなることから、
野鳥観察には最適です。
１回目は写真とデータによる講義で、２回目と３
回目は屋外で野鳥を観察します。くにたちの鳥をみ
んなで観察してみませんか（１回だけの参加も可能
です）。

講　師　佐伯　元行（国立あおいとり保育園　園長）
� 中島　徹也（くにたち野鳥観察会）

◆第１回　　１2月１７日（土）朝１０時～１2時頃
	 　　【講義】郷土文化館　地階講堂
◆第２回　　１月2１日（土）朝９時３０分～１2時頃
	 　　【観察会】城山～ママ下湧水周辺
◆第３回　　２月１2日（日）朝９時３０分～１2時頃
	 　　【観察会】多摩川周辺
集合・解散　　第１回、第２回　郷土文化館
　　　　　　第３回　南区公会堂前

持ち物　筆記用具、双眼鏡等
定　員　各回１５名（申込先着順）
※荒天の場合は観察会を中止にします。
申込先　１2月８日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７2）５１４１

くにたち野鳥観察

▲�野鳥の鳴き声に耳を傾けなが
ら、観察を楽しみます
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

講　師　長谷川　宏（哲学者）

ヘーゲルの翻訳や哲学研究で多くの著作を出している
長谷川宏さんを講師に、E.H. カー著『歴史とは何か』
をテキストとして取り上げます。
このテキストでは、歴史とは客観的事実を集めること
ではなく、事実の背後にある価値体系や思想体系まで含
めて解釈し、後世に伝達することだと主張し、過去の諸
事件に秩序を与え、これを解釈し、社会の役に立てるこ
とが歴史家の仕事であるとしています。講読を通じて、
哲学の観点から考えます。

※�テキストの『歴史とは何か』（岩波新書、清水幾太郎
訳）をご用意ください。

〈長谷川さんの著訳書〉
ヘーゲル『精神現象学』の翻訳でドイツ連邦政府翻訳

賞受賞。『高校生のための哲学入門』（ちくま新書）『こと
ばをめぐる哲学の冒険』（毎日新聞社）、『双書哲学塾　
生活を哲学する』（岩波書店）、『ちいさな哲学』（春風
社）ほか多数。

と　き　１月１４日、２１日、２８日、２月１１日、１８日（全５回）
	 いずれも土曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　24名（申込先着順、原則全回出席できる方）
申込先　１２月１３日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７2）５１４１

〈哲学講座〉〈哲学講座〉

長谷川宏さんと読む『長谷川宏さんと読む『歴史とは何か歴史とは何か』』

　	　これまで公民館を利用したことがありません。利用に
あたって使用料が無料だと聞きましたが、市民であれば
誰でも利用することができるのでしょうか？

　　公民館は、市民のための社会教育施設ですので、市
民はどなたでも利用できます。
　　社会教育法第2０条では、「公民館は、市町村その他
一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、
学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民
の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活
文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的と
する」と規定しています。公民館はこの目的のもと、
住民のサークル活動や集会、その他の公共的利用への
施設（会場や備品）貸出、各種主催講座の開催、公民
館図書室の運営などの事業を行っています。多くの市
民が、様々な学習機会や団体活動を通じて、社会や地
域により深くかかわっていくことが公民館の願いでも
あります。
　　公民館の主催講座や図書室などは個人で参加・利用
できますが、公民館の会場（大・中・小の集会室やホ
ール・音楽室など）の貸出は、グループ・団体への貸
出になります。グループ・団体とは、３人以上で構成
され、そのうち市内在住・在学・在勤の方が概ね８割
以上であることが要件になります。その他、営利活動
目的など、公民館の目的に反するおそれがある場合
は、利用の許可ができないことがあります。その他予
約方法などはお問い合わせください。

　　利用料や講座参加費は無料です。ただし、講座によ
っては材料費などの実費を負担していただく場合があ
ります。

　	　公民館の会場を使用する際に、
どんな備品を借りることができま
すか？

　　グループ・団体が会場使用の際に借りることができ
る主な備品には以下のものがあります。ワイヤレスマ
イクアンプ、プロジェクター、映写スクリーン、液晶
モニター、ＤＶＤ・ブルーレイディスク・ビデオ再生
機、パソコン、展示パネル（市民交流ロビーのみ）な
どです。予約が必要になりますので、事前にご確認く
ださい。その他、延長コード、ＣＤラジカセ、譜面
台、メトロノームなどは予約不要で利用できます（但
し、個数に限りがあります）。

　	　公民館では、インターネットの	 	
無料Wi-Fi は使えますか？

　　公民館内では、インターネットが利用できる無料
Wi-Fi の利用が可能です。利用にあたっては登録が必
要になります。不明な点は公民館２階受付にお問い合
わせください。

公民館☎（５７2）５１４１

公　民　館　の公　民　館　の　　　＆　　　＆　　　　
このコーナーでは、公民館について一問一答形式で紹介していきます。このコーナーでは、公民館について一問一答形式で紹介していきます。

今回は、改めて公民館の「会場・備品利用」についてです。今回は、改めて公民館の「会場・備品利用」についてです。
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緑化ボランティア募集緑化ボランティア募集

ボランティアの方々のご協力により、公民館の緑化
活動に取り組んでいます。活動にご興味のある方、協
力していただける方は公民館までご連絡ください。

公民館の緑化活動に参加しませんか

ゴンフレナ セロシア

活動内容：	植木の剪定、草花の栽培・手入
れ、敷地内の除草など

活動頻度：月２回程度
　　　　　	（原則、毎月第２土曜日と第４

水曜日の朝９時半～１１時半。）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

ー２月分（ロビー３月分）
　会場調整会のお知らせー

申込書のポスト投入期間 １２月3日（土）～２２日（木）

公用使用の貼り出し １２月9日（金）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（国立市HPにも掲載）

１２月２４日（土）

会場調整会 1月7日（土）朝１０時～

▶重なり状況

・	予約の重なりのある、なしに関わらず、電話による
連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館へお
問い合わせください。）
・	会場調整会へは、予約の重なりのあった団体が手洗
い・マスク着用等の感染症対策のうえ、第１希望の
会場がとれなかった場合の別の候補日も想定して、
活動日を決定できる方１名がご参加ください。
　公民館☎（５７2）５１４１

会場調整会は朝１０時
までに受付を済ませ
てください。

講　師　大野　亮司（亜細亜大学・日本近代文学）

と　き　１２月８日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（今年度すでに申込済の方は申込不要です。）
申込先　公民館☎（５７2）５１４１

＊	この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　感傷から遠く離れて〉〈くにたちブッククラブ　感傷から遠く離れて〉

福永武彦『草の花』福永武彦『草の花』
（新潮文庫）（新潮文庫）

地域で日本語を学んでいる外国にルーツのある方々に、
日本語を教えてみたいと考えている方のための講座です。
日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の両方から
学んでいきます（全８回）。
※	講座終了後に、日本語サポートボランティアの活動内容
について紹介があります。

◆総論篇：１月１０日（火）
～地域の日本語ボランティアの役割とは～

　講　師：�林川　玲子	
（東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆体験篇：１月１４日（土）※
～日本語学習者の気持ちになってみよう～

　講　師：�ムラドリ　アイダン	
（一橋大学　言語社会研究科修了生）

◆理論篇：１月１７日、２４日、１月３１日（火）
～日本語教育のための文法事項や文型について～

　講　師：庵
いおり

　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月７日、１４日、２１日（火）
～地域日本語教室の現状理解と実践演習～

　講　師：志村　ゆかり（一橋大学・日本語教育）

と　き　火曜日、夜６時～８時
ところ　公民館　３階講座室
	 ※１月１4日（土）は昼２時～４時に３階集会室で実施
定　員　１2名（申込先着順）
	 ＊国立市民・全回参加できる方を優先します。
費　用　テキスト代実費　※2，2００円程度
	 （『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）
申込先　１2月７日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７2）５１４１

 

   日本語教育入門日本語教育入門
地域で日本語支援をしたい人のための地域で日本語支援をしたい人のための
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
調
べ
る
と

「
今
こ
の
瞬
間
の
自
身
の
精
神
状
態
に

深
く
意
識
を
向
け
る
こ
と
。
ま
た
そ
の

た
め
に
行
わ
れ
る
瞑
想
。
２
０
１
０
年

代
半
ば
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
集
中

力
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向
上
に
役
立
つ
心
的
技
法
と
見
な

さ
れ
、
特
に
欧
米
の
企
業
を
中
心
に
社

員
研
修
な
ど
に
採
り
入
れ
る
動
き
が
あ

る
」（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）
と
あ
る
。

会
の
代
表
を
務
め
る
酒
井
新
一
郎
さ

ん
は
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
宗
教
で

は
な
く
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エ
ク
サ
サ
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で
す
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そ
の

効
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ソ
コ
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例
え
る
な
ら
最
新

の
ア
プ
リ
を
追
加
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
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ス
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ッ
ク
（
基
本
性
能
）
を
広
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る
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
仕
事
の
関

係
で
、
ご
自
身
が
身
に
つ
け
ら
れ
た
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
地
域
に
も
広
め
た

い
と
２
０
２
１
年
１2
月
に
会
を
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。

当
日
は
出
席
者
８
名
中
５
名
が
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
の
基
礎
の
説
明
、
そ
の
後
瞑
想

タ
イ
ム
、
簡
単
な
自
己
紹
介
と
感
想
の

共
有
、
続
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
同

じ
こ
と
を
行
い
、
終
り
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ン
グ
（
書
く
瞑
想
）
の
説
明
と
い
う
流

れ
だ
っ
た
。

瞑
想
は
座
位
に
て
行
う
。
姿
勢
を
正

し
、
軽
く
目
を
閉
じ
深
い
呼
吸
を
数
回

行
っ
た
の
ち
に
自
然
な
呼
吸
に
移
る
。

呼
吸
に
意
識
を
向
け
る
に
は
、
鼻
腔
を

通
る
空
気
の
流
れ
に
集
中
す
る
と
良
い
。

や
っ
て
み
る
と
呼
吸
だ
け
に
意
識
を

向
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
雑
念
が
よ
ぎ

る
が
そ
の
都
度
、
雑
念
に
気
づ
き
、
そ

れ
を
戻
し
、
再
び
集
中
す
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
が
大
切
で
、
ま
た
一
人
よ
り
複

数
で
行
う
ほ
う
が
継
続
す
る
と
い
う
。

「
ざ
わ
つ
い
た
気
持
ち
が
ス
ー
と
消

え
た
」「
初
回
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、

よ
う
や
く
講
師
の
話
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
の
声
。
や

は
り
回
数
を
重
ね
る
ほ
ど
効
果
を
実
感

で
き
る
よ
う
だ
。
会
費
は
無
料
、
新
規

会
員
募
集
中
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
：
原
則
日
曜
日
朝
１０
時
半
～
１2
時

場
所
：
公
民
館

連
絡
先
：
酒
井
0８0
（
5８８0
）
３
０
９
５
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〈
文
・
写
真
　
小
林
　
栄
子
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
７
４
〉

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
楽
し
む
会

楽
し
く
歌
お
う
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

指
導
の
先
生
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
表

現
豊
か
な
演
奏
で
参
加
者
を
曲
の
世
界

へ
引
き
込
み
、
ま
た
歌
う
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、

日
本
や
世
界
の
名
曲
を
歌
い
ま
す
。

日
時　

第
２
・
４
水
曜　

朝
１０
時
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

連
絡
先　

新に
い

里さ
と

（
5７７
）
１
０
６
２

花
の
ゆ
り
か
ご
カ
ラ
オ
ケ
会
員
募
集

「
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
」
会
員
募
集

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
歌
は
心
も
身
体
も
元
気
に
し
ま
す
。

見
学
も
可
能
で
す
。
演
歌
・
ポ
ッ
プ
ス

日
時　

毎
週
木
曜
日　

昼
２
時
～
４
時

場
所　

公
民
館　

音
楽
室

連
絡
先　

岡
田
0９0
（
１5３0
）
４
８
３
８

ア
ク
ア
か
も
め
水
泳
会
員
募
集

運
動
不
足
の
方
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
水
泳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
～
上
級
者
、
泳
力
別
に
コ
ー
チ
の
指

導
を
受
け
て
泳
ぎ
ま
す
。
男
女
問
い
ま

せ
ん
。
体
験
可
。（
無
料
）

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１2
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

山
元
0８0
（
5４２5
）
８
０
４
４

皆
で
楽
し
く
滑
舌
の
会
（
12
月
期
）

「
生
涯
、
よ
り
元
気
に
。」
の
集
ま
り

の
場
で
す
。
お
口
の
筋
肉
は
身
体
の
健

康
の
入
り
口
。「
筋
肉
は
育
つ
」
を
相

言
葉
に
、
参
加
者
の
皆
が
楽
し
め
る
場

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

日
時　
第
１
㈯
第
３
㈯
朝
１０
時
半
～
１2
時

場
所　
3
日
㈯
中
集
会
室　

１７
日
㈯
音
楽
室

連
絡
先　

滝
0８0
（
5４３６
）
６
６
２
２

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
12
月
期
）

表
面
積
無
限
大
で
体
積
０ゼ

ロ

の
立
体
や

１
ば
か
り
か
ら
な
る
数
の
お
話
を
し
ま

す
。
数
学
に
関
し
意
外
な
事
実
が
分
か

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
の
方
は
、
お
電
話
を
。

日
時　

１2
月
１０
日
㈯
24
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

中
集
会
室
・
講
座
室

連
絡
先　

山
本
（
5７２
）
１
０
２
８

国
立
あ
ひ
る
～
ク
リ
ス
マ
ス
を
歌
う

ア
カ
ペ
ラ
女
声
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
平

和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
、
コ
ロ
ナ
禍
・

戦
禍
に
苦
し
む
人
々
に
連
帯
の
エ
ー
ル

を
届
け
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
‼

日
時　

１2
月
１６
日
㈮
昼
３
時
～

場
所　

旧
国
立
駅
舎

連
絡
先　

清
水
（
5７5
）
４
３
８
３

セ
ル
フ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
楽
し
む
会
」

で
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
打
ち
勝
ち
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
生
き
る
為
の
セ
ル

フ
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１2
月
2５
日
㈰
朝
１１
時
半
～
１2
時

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

酒
井
0８0
（
5８８0
）
３
０
９
５

ま
ち
の
こ
サ
ー
ク
ル
（
託
児
付
き
）

子
育
て
の
「
仲
間
」
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
安
心
な
「
空
間
」
で
自
分
の
た

め
の
「
時
間
」
を
、
ま
ち
の
こ
と
一
緒

に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
。

日
時　
１
月
2０
日
㈮
～
全
６
回
程

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

永
澤
0９0
（
２４４４
）
６
９
９
８

国立駅前のイルミネーション

撮影　東
あずま
　照

てる
夫
お
さん（中）

姿勢を正し、呼吸に意識を全集中！


